
未来へ

電車デザイン：水戸岡鋭治電車デザイン：水戸岡鋭治

もっと！ずっと！ 　　

　　　　貴志川線

紀の川市議会の第１回定例会と活動をわかりやすくお伝えします。

紀の川市議会だより
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市
議
会
の
内
容
を

　
　
　
　

み
な
さ
ま
へ

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
基
本
は
情

報
の
公
開
・
発
信
で
あ
り
、
日
々
の
市

議
会
の
議
論
や
活
動
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
透
明
性
を
は
か
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
す
。

　

広
報
活
動
を
行
い
、
す
べ
て
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
議
会
は

強
く
な
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

情
報
を
み
な
さ
ま
と
共
有
す
る
こ
と

が
紀
の
川
市
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
だ

と
思
い
、
私
た
ち
委
員
９
名
は
議
会
広

報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
市
議
会
を
目
指
し
て

　

紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
議
会

の
内
容
や
議
会
活
動
の
様
子
を
市
民
の

み
な
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
、
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
、
知
り
た
い
・

見
た
い
・
読
み
や
す
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

情報の公開が議会広報の基本
＃議会広報特別委員会

写真左から写真左から
坂本  佳隆、木村  芳友、阪中  晃、石井  仁、上野  宗彦、坂本  佳隆、木村  芳友、阪中  晃、石井  仁、上野  宗彦、
竹村  広明（委員長）、中村 まき（副委員長）、大谷 さつき、大田 裕之竹村  広明（委員長）、中村 まき（副委員長）、大谷 さつき、大田 裕之

こ
ん
な
取
り
組
み
も
！

　

特
集
記
事
を
設
け
、
紀
の
川
市
の
歴

史
や
優
れ
た
技
術
や
知
識
を
持
つ
方
、

頑
張
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
を
シ
リ
ー

ズ
化
し
、
取
材
・
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
の
最
後
に
掲
載

し
て
い
た
特
集
記
事
を
冒
頭
に
掲
載
し
、

表
紙
写
真
と
関
連
づ
け
る
な
ど
改
善
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
が
ご
存
知
の
頑
張
っ
て
い

る
団
体
や
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
内
容

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
議

員
や
議
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

コロナ対策を取りながらの編集作業
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市
民
の
声
を
行
政
に

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に

対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対

す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、

あ
る
い
は
報
告
、
説
明
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
に
見
出
し
を
記
載
し
、

写
真
を
使
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
の
内
容
が

実
現
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
進
捗
状
況

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
あ
の
質

問
、
ど
う
な
っ
た
の
？
」
と
い
う
ペ
ー

ジ
も
設
け
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
受
賞

　

議
会
だ
よ
り
発
刊
時
は
「
こ
ん
に
ち

は
議
会
で
す
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
っ
と
親
近

感
を
抱
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い

を
込
め
、「
未
来
へ
」
と
タ
イ
ト
ル
変
更

を
行
い
ま
し
た
。

　

紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り
は
、
毎
日
新

聞
社
主
催
の
、
近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
、
優
良
賞
を
２
回
、

奨
励
賞
を
３
回
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
佳
作
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
「
あ
の
質
問
、
ど
う
な
っ
た
の
？
」
の

ペ
ー
ジ
は
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

進
化
す
る
議
会
だ
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
す
べ
て
議
会

広
報
特
別
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
改
善
を
重
ね
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
「
未
来
へ
」
を
発
行
出
来

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

始
め
ま
す
！

 　

市
議
会
で
は
一
般
質
問
の
様
子
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
時
期
は
未
定
で
す
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

市
議
会
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

配
信
時
期
が
決
ま
り
次
第
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

　

市
議
会
で
は
議
員
一
人
ひ
と
り
に

iP
ad

が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
調
査

や
、
議
会
事
務
局
と
の
連
絡
な
ど
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
議
会
で
も
業
務
改
善
・
効

率
化
を
は
か
り
、
ま
たS

D
G

s

に
も
つ

な
が
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
努

め
て
参
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
改
革
も
進
み
つ
つ
あ
る
な
か
、

私
た
ち
市
議
会
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。（

阪
中
・
大
田
）

受賞の数々

表紙の移り変わり

読売新聞社東京本社で校正の研修
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●
第
１
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

23
日
間 

3
月
7
日
～
３
月
29
日

・
一
般
質
問　

５
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
36
件

　

・
令
和
４
年
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10
件

　

・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

　

・
条
例
の
制
定
・
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
件

　

　

委
員
会
提
出
議
案

　

・
意
見
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

２件に
注目！

　

国
保
税
一
人
当
た
り
８
万
円
台
に
引
き
下
げ

１　

国
民
健
康
保
険
税
額
は
、
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
、
紀

の
川
市
が
決
定
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
貯
め
て
い
た
国

保
基
金
約
７
億
５
千
万
円
の
う
ち
、
約
１
億
５
千
万
円
を
投
入
し
、
税

負
担
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
子
供
（
未
就
学
児
）
の
均
等
割
額
を
半
額

に
す
る
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

（
議
案
第
６
号
）
紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
税
率
改
正
の
影
響
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
改
正
予
定
税
率
は
、
所

得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
す
べ
て
を

前
年
度
税
率
か
ら
引
き
下
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
べ
て
の
世
帯

で
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
特
に

所
得
が
あ
る
世
帯
の
方
の
受
け
る
恩

恵
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
負
担
軽
減

の
効
果
も
大
き
く
行
き
届
く
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
未
就
学
児
の
均
等
割
の
軽
減
に
は
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
所
得
制
限
は
な
く
、
す
べ
て
の
未
就

学
児
の
国
保
被
保
険
者
の
方
が
対
象

で
す
。

91421

93052

93606

91488

89731

87000
88000
89000
90000
91000
92000
93000
94000

H30 R1 R2 R3 R4

※各年度の当初予算での税額

一人当たり国民健康保険税 年額の推移（円）
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処
遇
改
善
に
向
け
て

２
（
議
案
第
７
号
）
令
和
３
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ
い
て

◎
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金

◎
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金

　

国
が
進
め
る
保
育
士
等
の
３
％
程
度
の
賃
上
げ
に
か
か
る
交
付
金
で

す
。
本
市
で
は
私
立
保
育
園
（
保
育
士
・
保
育
園
に
勤
め
る
方
）
と
学

童
保
育
所
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
学
童
保
育
所
の
対
象
施
設
数
と
対
象

人
数
は
。

Ａ
10
施
設
、
常
勤
換
算
で
90
名
分
で
す
。

Ｑ
私
立
保
育
園
で
処
遇
改
善
が
行
わ
れ

た
か
ど
う
か
の
確
認
は
。

Ａ
処
遇
改
善
前
と
処
遇
改
善
後
の
賃
金

一
覧
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

　ロシアのウクライナ侵攻を強く非難し、政府に邦人の安全確保と我が国への影響対
策を求める意見書
 
　本年２月２４日、ロシアは国際社会の懸命な外交努力にも関わらず、ウクライナへの軍事侵攻を開始し
た。さらにその後もウクライナ全土へ激しい攻撃を続け、民間人を含め多くの犠牲者を出している。
　このような力による一方的な現状変更は、ウクライナの主権と領土を侵害する明白な国際法違反であ
り、国際秩序の根幹を揺るがす行為として断じて容認できない暴挙である。
　また、ロシアのプーチン大統領は今回の軍事侵攻に際し核兵器の使用を示唆するような発言は、唯一
の被爆国である日本人として到底受け入れられるものではなく、更に、「非核・平和のまち　紀の川市」
を宣言した本市議会としては、看過することはできない。
　よって、本市議会は国に対し、国際社会と緊密に連携し、速やかな国際社会の平和の実現を図るよう
努めるとともに、ウクライナ・ロシア両国に在留する邦人の安全確保及び我が国への影響対策に万全を尽
くすよう強く求めるものである。
  　

（提出先）　　内閣総理大臣　　外務大臣　　衆議院議長　　参議院議長

【全会一致】

意見書 を提出することになりました
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　市長選挙が２月末に行われたため、令和４年度の当初予算は「骨格予算」として上程されました。「骨格予算」
としつつも、継続性の必要な取り組みや、計画などに基づき進展が必要な取り組みは新規事業でも予算計上
されました。岸本新市長の政策を盛り込んだ「肉付け予算」は、今後、補正予算として提出されます。

◎
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
入
10
億
円
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
５
億
１
７
４
８
万
１
千
円
）

　　

市
内
返
礼
品
取
扱
事
業
者
の
収
益
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
取
り
組
み

を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
事
業
者
と
連
携
を
は
か
り
、
新
た

な
返
礼
品
の
発
掘
と
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
紀
の
川
市
民
が
他
の
自
治
体
に
寄
付

す
る
こ
と
で
、
本
来
入
る
は
ず
だ
っ

た
市
民
税
額
が
い
く
ら
減
る
こ
と
を

見
込
ん
で
い
ま
す
か
。
ま
た
、
減
っ

た
分
か
ら
交
付
税
で
入
っ
て
く
る
の

は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
本
来
、
紀
の
川
市
に
入
る
は
ず
だ
っ

た
市
税
と
し
て
は
、
令
和
３
年
度
は

約
５
０
０
０
万
円
で
す
。
そ
の
75
％

の
３
７
５
０
万
円
が
普
通
交
付
税
の

算
入
基
礎
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

好
調
！
ふ
る
さ
と
納
税

Pick up
１

会　計 令和４年度 比較 （対３年度比）

一般会計 ２９１億８，０００万円 △ 1.5%

特別会計 １６９億２，０１０万円 2.6%

公営企業会計 ５４億４，５２６万７千円 1.3%

合　計 ５１５億４，５３６万７千円 0.1%

＜ふるさと納税寄附額の推移＞
※令和3年度は12月末時点

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

0.8億円 0.6億円 0.6億円
3.5億円

5.4億円

6.7億円寄附額は年々増加！

ま ず は 骨 格 予 算

当初予算額の比較 一般会計当初予算額の推移

（単位：億円）

291.8

3年度2年度 4年度
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◎
ふ
れ
あ
い
収
集
（
７
９
４
万
６
千
円
）

 　

日
常
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
、
職
員
が
玄

関
先
ま
で
ご
み
を
戸
別
に
収
集
す
る
た
め
訪
問
し
、
声
か
け
を
行
い
、
安

否
確
認
を
行
い
ま
す
。

◎
新
規
就
農
者
受
入
体
制
整
備
委
託
料
（
７
９
９
万
２
千
円
）

　　

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を

は
か
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
担
い
手

と
な
る
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
収
集
を
行
う
職
員
体
制
は
。

Ａ
２
名
１
班
体
制
で
行
い
ま
す
。

Ｑ
収
集
の
頻
度
や
種
類
、
回
数
は
。

Ａ
１
週
間
に
１
回
、
燃
や
す
ご
み
・
資

源
ご
み
を
同
時
に
収
集
し
ま
す
。

Ｑ
研
修
の
受
講
人
数
は
。

Ａ
一
期
生
と
し
て
、
令
和
３
年
度
で
募

集
を
し
、
当
初
14
名
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
が
、最
終
的
に
は
夫
婦
１
組
、

個
人
３
名
の
合
計
５
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

Ｑ
受
講
の
品
目
は
イ
チ
ゴ
だ
け
で
す
か
。

Ａ
紀
の
川
市
の
事
業
と
し
て
は
イ
チ
ゴ
だ

け
で
す
。

Ｑ
資
金
サ
ポ
ー
ト
は
い
く
ら
で
す
か
。

Ａ
国
・
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、
１
人

に
つ
き
１
８
０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

（
国
１
５
０
万
円
・
県
30
万
円
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ご
み
出
し
の
負
担
軽
減

Pick up
2

新
規
就
農
者
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

Pick up
3

アグリカレッジでチャレンジ
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◎
た
め
池
の
機
能
廃
止
（
４
８
２
４
万
２
千
円
）

◎
た
め
池
の
防
災
強
化
（
５
３
７
０
万
４
千
円
）

◎
た
め
池
修
理
の
実
施
（
２
８
１
８
万
９
千
円
）

　

市
内
に
多
数
あ
る
た
め
池
を
３
つ
の
事
業
に
よ
っ
て
安
全
な
状
態
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
進
め
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

◎
市
民
公
園
管
理
運
営
委
託
料
（
９
９
０
０
万
円
）

　　

紀
の
川
市
民
公
園
の
管
理
・
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」
づ

く
り
を
進
め
、
よ
り
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

Ｑ
機
能
廃
止
た
め
池
の
跡
地
の
有
効
利

用
は
。

Ａ
有
効
利
用
と
い
う
よ
り
も
た
め
池
に

水
を
た
め
な
い
と
い
う
処
置
で
、
水

路
を
設
け
て
流
し
て
い
く
の
が
主
流

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
機
能
廃
止
た
め
池
周
辺
の
生
態
系
に

変
化
は
。

Ａ
た
め
池
改
修
す
る
と
き
に
事
前
に
生

き
物
調
査
は
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
生
物
の
生
態
系
が
変
わ
っ
た
と

い
う
報
告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
施
設
を
民
間
企
業
に
全
面
委
託
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
市
民
体
育
館
の
稼
働
率

を
あ
げ
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
と

共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
自
主
事
業
は
有
料
で
す
か
。

Ａ
有
料
で
す
。
今
ま
で
も
体
操
教
室
な

ど
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

も
有
料
で
し
た
。そ
れ
と
同
様
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

た
め
池
の
危
険
を
解
消

Pick up
4

健
康
の
拠
点
づ
く
り

Pick up
5

機能廃止予定の下鞆渕びわの池

ミズノが運営する市民公園
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◎
戸
別
受
信
機
の
貸
出
し
（
６
５
７
万
８
千
円
）

　　

防
災
情
報
の
入
手
が
困
難
で
、
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
要
支
援
者

を
対
象
に
、
防
災
行
政
無
線
を
自
宅
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
別
受

信
機
を
貸
出
し
ま
す
。

◎W
i

－F
i

設
備
工
事
・
通
信
費
（
３
８
８
万
６
千
円
）

　　
粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
大
・
小
ホ
ー
ル
と
、
各
地
区
公
民
館
にW

i-F
i

設
備
を
整
備
し
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
市
民
団
体
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
来
館
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

Ｑ
本
年
度
の
貸
出
し
台
数
は
。

Ａ
視
覚
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
要
支
援

者
を
対
象
に
２
０
０
台
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
受
信
シ
ス
テ
ム
で
す

か
。

Ａ
視
覚
障
害
者
は
通
常
の
ラ
ジ
オ
型
、

聴
覚
障
害
者
は
災
害
情
報
を
テ
ロ
ッ

プ
で
流
す
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
い
つ
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

か
。

Ａ
各
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
簡
易
的

な
機
器
の
設
置
に
な
る
の
で
、
５
月

の
連
休
以
降
の
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
設
置
し
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

 

粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
設
備
工
事
が
必
要
に
な
る
の
で
、

令
和
５
年
度
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な

る
見
込
み
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

必
要
な
情
報
を
必
要
な
方
へ

Pick up
6

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

Pick up
7

貸出し予定の受信機

粉河ふるさとセンター
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◎
道
路
冠
水
情
報
の
発
信
（
２
５
０
０
万
円
）

　　

豪
雨
時
に
道
路
が
冠
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
エ
リ
ア
に
、
水
位
セ
ン
サ
ー

を
設
置
し
、
危
険
水
位
に
達
し
た
場
合
に
赤
色
灯
を
点
灯
さ
せ
る
仕
組
み

を
新
た
に
構
築
し
ま
し
た
。
市
民
向
け
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
冠
水
状

況
（
水
位
）
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
を
合
わ
せ
て
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　

<

設
置
予
定
箇
所＞
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
山
町
調
月　

 
（
２
ヶ
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
志
川
町
前
田
（
１
ヶ
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
志
川
町
丸
栖
（
２
ヶ
所
）

◎
過
疎
対
策
事
業
債
（
９
億
６
１
２
０
万
円
）

　
「
紀
の
川
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
の
財
源
に
過

疎
対
策
事
業
債
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
業
費
の
１
０
０
％
を
起

債
で
き
、
そ
の
う
ち
70
％
が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
た
め
、
合
併
特
例
債
よ
り

も
有
利
な
起
債
と
な
り
ま
す
。（
対
象
エ
リ
ア
は
粉
河
、
那
賀
、
桃
山
）

Ｑ
情
報
の
伝
達
手
段
は
。

Ａ
水
位
セ
ン
サ
ー
か
ら
道
路
河
川
課
あ

る
い
は
危
機
管
理
課
の
職
員
に
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

Ｑ
費
用
の
内
訳
は
。

Ａ
約
２
０
０
万
円
の
セ
ン
サ
ー
が
５

基
、
ク
ラ
ウ
ド
が
１
５
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
回
転
灯
や
無
線
用

の
送
受
信
機
の
費
用
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
過
疎
債
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

で
す
か
。

Ａ
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
下
水
道
事
業
の

出
資
金
、
生
涯
学
習
施
設
の
管
理
運

営
費
、市
道
等
の
改
良
事
業
、橋
り
ょ

う
維
持
修
繕
事
業
、
小
学
校
施
設

の
長
寿
命
化
事
業
な
ど
で
９
億
20
万

円
、
19
事
業
に
充
当
し
ま
す
。

　
　
　

 

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
若
者
定
住
促

進
の
住
宅
取
得
奨
励
事
業
、
感
染
症

対
策
事
業
、
学
校
図
書
館
の
教
育

推
進
事
業
、
遠
距
離
通
学
対
策
事
業

の
４
事
業
で
、
令
和
４
年
度
の
限
度

額
は
６
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

冠
水
の
危
険
を
察
知

Pick up
8

合
併
特
例
債
よ
り
有
利
な
起
債

Pick up
9

平成 29 年度　冠水した丸栖地区

遠距離通学用のバス
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一般会計予算案に対する

討　論討　論

討　論討　論

賛成の
主な理由

反対の
主な理由

　国は率先して看護・介護・保育・幼児
教育の分野において給与の引き上げの
ための予算化をしている。しかし、公立
保育所の保育士について市は「民間保育
所との格差があるので賃上げしにくい」
と説明し、私立保育園・学童保育のみ予
算化したことには賛同できない。
　専門職員の必要性が求められるなか、
職員を削減し、指定管理や外部委託を
進めることは行政としての責任放棄では
ないか。

　骨格予算として編成されているが、継
続性が必要な取り組みや進展が必要な
取り組みは、新規・拡充事業でも計上し、
市政運営に空白を作らないよう配慮さ
れている。
　今後も財源の確保と歳出の削減に努
めつつ、市民のための行政運営に取り
組むことを要望する。

案　　　件　　　名 結果

木
村　

芳
友

大
田　

裕
之

坂
本　

佳
隆

上
野　

宗
彦

門　
　

眞
一
郎

舩
木　

孝
明

並
松　

八
重

石
井　

仁

中
村　

ま
き

仲
谷　

妙
子

阪
中　

晃

村
垣　

正
造

堂
脇　

光
弘

室
谷　

伊
則

川
原　

一
泰

高
田　

英
亮

杉
原　

勲

竹
村　

広
明

大
谷　

さ
つ
き

榎
本　

喜
之

（わ）（わ）（わ）（清）（共）（わ）（公）（共）（共）（清）（わ）（清）（清）（公）（清）（わ）（わ）（清）（公）（わ）

議案第 7 号　令和３年度紀の川市一
般会計補正予算（第 10 号）について

原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 15 号　令和４年度紀の川市一
般会計予算について

原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 19 号　令和４年度紀の川市後
期高齢者医療特別会計予算について

原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

【○・・・賛成　　×・・・反対　　－・・・議長　　欠・・・欠席　　退・・・退席】　       
※議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。  
※（わ）・・・わかばクラブ　　（清）・・・清流会　　（公）・・・公明党　　（共）・・・日本共産党

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

後期高齢者医療特別会計予算案に対する

　１０月から一定の所得の被保険者に２
割負担を求めている。医療費の負担が２
倍になることは受診抑制を引き起こし、
命に係わる問題になる。世代間の負担の
公平性を実現するものではない。

　脳ドックの助成対象者を増加し、高齢
者の健康保持に資する予算となっている。
　対象者への親切・丁寧な対応と医療費
抑制に向けたさらなる取り組み、健全運
営への一層の努力を要望する。

反対の主な理由 賛成の主な理由
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中村　まき　議員（１２ページ）
◎見えにくいところへの必要な支援の充実

石井　仁　議員（１３ページ）
◎一番子育てしやすいまちをめざして

門　眞一郎　議員（１３ページ）
◎市道の維持修繕、改良の現状と今後

並松　八重　議員（１４ページ）
◎水道未普及地域における今後のビジョン

と対応策は

高田　英亮　議員（１４ページ）
◎紀の川市の新しいステージに向けて

いっぱん質問いっぱん質問
一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状況
や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い
合わせください。（TEL　0736-77-0860）

Ｑ　
引
き
こ
も
り
と
い
う
見
え
に
く
い
と

こ
ろ
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え

て
い
る
。
80
代
の
親
が
50
代
の
子
の
生

活
を
支
え
る
と
い
う「
８
０
５
０
問
題
」

が
あ
る
。
必
ず
し
も
不
登
校
の
延
長
だ

け
で
な
く
、
社
会
か
ら
自
分
を
守
る
た

め
、
命
や
尊
厳
を
守
る
た
め
に
引
き
こ

も
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
人
た

ち
も
い
る
。
甘
え
や
怠
け
で
は
な
く
、

誰
で
も
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
な
り
得

る
状
況
が
あ
る
。

　
　

 

支
援
を
受
け
て
い
る
人
数
は
。

Ａ　
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
は
延
べ
５

　

 

０
７
件
、居
場
所
の
実
利
用
者
は
11
名
、

何
か
の
支
援
で
つ
な
が
っ
て
い
る
実
人

数
は
37
名
。

Ｑ　
内
閣
府
の
調
査
（
２
０
１
５
年
、
２

　
 

０
１
８
年
）
に
よ
る
と
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
方
は
15
～
39
歳
ま
で
で
54
．

　

 
１
万
人
、
40
～
64
歳
ま
で
で
63
．
１
万

人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に

当
て
は
め
る
と
約
５
４
０
人
い
る
と
推

計
さ
れ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
と
考
え
る
か
。

Ａ　
相
談
の
複
雑
化
や
長
期
に
わ
た
る
支

援
が
必
要
な
場
合
が
多
い
た
め
、
人
材

育
成
と
確
保
、
な
ら
び
に
相
談
窓
口
の

周
知
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

Ｑ　
支
援
体
制
を
充
実
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　
国
に
お
い
て
も
支
援
体
制
の
整
備
、

拡
充
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
状
況

を
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
体

制
の
強
化
、
拡
充
な
ど
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

見
え
な
い
か
ら
こ
そ
把
握
と
支
援
を

中村　まき
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Ｑ　
学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
５
年
間
の
時
限
措
置
と
な
っ
て

い
る
。
継
続
施
策
に
で
き
な
い
か
。

Ａ　
５
年
間
と
い
う
期
限
で
事
業
効
果
な

ど
の
検
証
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

 

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
紀
の
川
市

を
め
ざ
し
、
検
証
結
果
や
財
源
状
況
な

ど
勘
案
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
実
施
し

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
市
の
行
う
子
育
て
支
援
施
策
を
、
単

一
メ
ニ
ュ
ー
の
列
挙
に
と
ど
め
ず
、
子

育
て
支
援
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
宣
言
し
、
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て

位
置
付
け
て
は
。

　
　

 

本
市
は
、
４
つ
の
宣
言
、
暴
力
追
放
、

非
核
・
平
和
、
生
涯
学
習
、
食
育
の
ま

ち
宣
言
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
加
え

て「
子
育
て
支
援
の
ま
ち　

紀
の
川
市
」

宣
言
を
で
き
な
い
か
。宣
言
を
す
る
と
、

自
ず
と
自
ら
に
縛
り
を
か
け
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
そ
、
本
市

を
選
ぼ
う
、
長
く
住
ん
で
い
こ
う
と
思

　

 

っ
て
も
ら
え
る
根
拠
が
出
て
く
る
の
で

は
。

Ｑ　
市
道
の
維
持
修
繕
に
つ
い
て
も
、
改

良
事
業
も
、
区
長
か
ら
の
要
望
に
対
し

て
２
割
か
ら
３
割
程
度
し
か
実
施
で
き

て
い
な
い
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ　
要
望
に
対
し
て
、
利
用
度
や
危
険
性

な
ど
を
見
極
め
て
、
少
し
で
も
修
繕
件

数
、
改
良
工
事
件
数
を
増
や
す
よ
う
進

め
て
い
る
が
、
予
算
の
関
係
・
人
員
の

関
係
も
あ
り
、
現
状
の
実
施
率
に
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　
市
道
の
点
検
、
状
況
の
把
握
の
方
法

は
。

Ａ　
市
道
の
総
延
長
は
約
１
０
４
７
㎞
あ

り
、
う
ち
２
車
線
の
幹
線
市
道
約
１
１

　

 

０
㎞
は
２
名
１
班
で
月
２
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、

地
元
区
長
や
住
民
、
郵
便
局
員
な
ど
か

ら
の
通
報
、
道
路
河
川
課
職
員
に
よ
る

見
回
り
、LIN

E

に
よ
る
通
報
な
ど
で

把
握
し
て
い
る
。LIN

E

で
の
通
報
は

月
平
均
４
件
ほ
ど
あ
り
、
修
繕
結
果
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
長
の
所
信
表
明
の
中
で
「
市
道
の

Ａ　
本
市
は
、「
若
い
世
代
が
希
望
を
持
っ

て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
」を
め
ざ
す
た
め
に
、「
子
育
て
環
境
・

体
制
の
整
備
、
支
援
」
を
基
本
施
策
に

位
置
付
け
て
い
る
。

　
　

 

今
後
も
庁
内
が
一
丸
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お
い
て
市
の
重
要
課

題
と
し
て
、
人
口
減
少
抑
制
に
結
び
つ

く
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　

 
「
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち

で
あ
る
こ
と
を
広
く
宣
言
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
事
項
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

修
繕
工
事
予
算
の
倍
増
」
と
言
わ
れ
た

が
、
今
後
の
市
道
整
備
に
つ
い
て
市
長

の
思
い
は
。

Ａ　
生
活
道
路
は
市
民
が
生
活
す
る
上
で
、

安
全
・
安
心
に
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
道
で
あ
る
た
め
、
修
繕
工
事
の
予
算

を
倍
増
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
早

く
改
善
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
推
し
進

め
た
い
。
１
年
で
改
善
で
き
る
と
は
思

　

 

っ
て
い
な
い
。
来
年
以
降
の
予
算
に
つ

い
て
も
、
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
引

き
続
き
実
施
し
た
い
が
、
実
施
率
、
財

政
面
を
見
極
め
な
が
ら
予
算
措
置
を
し

た
い
。

「
子
育
て
支
援
の
ま
ち
」
宣
言
を

市
道
修
繕
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

要修理箇所

石井　仁

門　眞一郎
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Ｑ　
安
全
安
心
な
水
道
水
の
供
給
は
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
基
本
中
の
基

本
で
あ
る
。
水
道
事
業
は
水
道
利
用
者

が
払
う
水
道
料
金
で
費
用
を
賄
っ
て
い

る
独
立
採
算
制
で
あ
る
。
人
口
減
少
や

節
水
機
器
の
普
及
で
料
金
収
入
の
減
少

と
、
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
増
大
で
、
今
後
非
常
に
厳
し

い
時
期
を
迎
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。　

　
　

 

ま
た
、
水
道
未
普
及
地
域
に
お
い
て

も
施
設
の
老
朽
化
や
水
質
の
悪
化
、
水

量
の
変
化
な
ど
維
持
管
理
が
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
水
道
サ
ー
ビ
ス
の

公
平
な
提
供
を
め
ざ
し
、
水
道
未
普
及

地
域
解
消
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
対
応

策
は
。

Ａ　
健
全
で
効
率
的
な
水
道
事
業
経
営
を

め
ざ
し
て
、
市
民
が
良
質
の
水
道
水
を

安
定
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
水
道
施

設
の
維
持
管
理
に
む
け
た
取
り
組
み
を

最
大
に
行
っ
て
い
る
。
水
道
未
普
及
地

域
解
消
に
は
布
設
費
用
が
高
額
に
な
る

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
事
業
規
模
や
給

水
開
始
後
の
経
営
に
わ
た
る
多
面
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　
中
村
前
市
長
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
前
市
長
の
政
策
だ
け
で
な

く
、
岸
本
市
長
自
身
の
新
た
な
政
策
も

表
明
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
前
市
長

が
取
り
組
ん
で
き
た
「
京
奈
和
関
空
連

絡
道
路
の
早
期
実
現
」
や
「
住
環
境
の

整
備
」
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
紀
の
川

市
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
舵
を
切
っ
て

い
く
と
の
力
強
い
決
意
を
表
明
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
解
決
、
実
現
し
て
い

く
の
か
。

Ａ　
今
期
の
政
策
目
標
と
し
て
「
躍
動
す

る
紀
の
川
市
に
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
５
つ
の
柱
を

中
心
に
、
中
村
前
市
長
が
特
に
重
点
に

掲
げ
た
施
策
を
受
け
継
い
で
今
後
も
推

進
し
て
い
く
。

　
　

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
地

震
な
ど
の
災
害
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
よ
り
一
層
対
策
を
強
化
し
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
住
み
続
け
た

Ｑ　
市
民
の
不
平
等
感
を
無
く
し
、
移
住

定
住
を
進
め
、
二
世
代
、
三
世
代
と
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
水
道
未
普
及
地

域
解
消
は
本
市
の
未
来
へ
の
投
資
で
あ

る
と
捉
え
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
。

Ａ　
水
道
未
普
及
地
域
解
消
に
つ
い
て
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
と

し
て
加
入
率
も
重
要
で
、
地
域
受
益
者

と
の
合
意
形
成
を
は
か
る
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
中
長
期
的
な
計
画
に
な
る
。

今
後
財
源
も
含
め
て
、
地
域
に
適
し
た

整
備
方
策
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

い
環
境
づ
く
り
と
教
育
環
境
の
充
実
を

は
か
る
。

　
　

 

ま
た
、本
市
の
「
農
業
」
に
つ
い
て
、

基
盤
整
備
と
新
規
就
農
者
の
確
保
と
育

成
、
加
工
商
品
開
発
を
促
進
す
る
。
そ

し
て
、
快
適
な
生
活
を
営
む
上
で
、
住

環
境
整
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
策
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
中
長
期

的
な
施
策
と
し
て
、「
農
学
部
」
な
ど
高

等
教
育
機
関
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
ま

た
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
の
実
現
に
向

け
、
今
後
、
専
門
的
部
署
の
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

ど
こ
に
住
ん
で
も
同
じ
安
全
安
心
な

水
が
飲
め
る
環
境
整
備
を

紀
の
川
市
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

並松　八重

高田　英亮

粉河浄水場

所信表明を行う岸本市長
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追 

跡あの質問、どうなったの？の？
ちょっとおしえて！

馬宿方面から見た工事現場

　

研
究
・
検
討
の
結
果
、
陽
性
に
な
っ
た
場
合
、

中
学
３
年
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
勧
め
る
こ
と
は
、

治
療
の
段
階
に
お
い
て
安
全
に
実
施
で
き
る
か
と

い
う
不
安
要
素
が
あ
る
。
全
国
的
な
先
進
事
例
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
県
や
医
師

会
へ
の
働
き
も
行
っ
て
い
く
。

答　

弁

そ
の
後

胃
が
ん
ゼ
ロ
に
む
け
て

 

中
学
３
年
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

　

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
や
胃
が
ん
な
ど
の
主
な
原
因

で
あ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
、
中
学
３
年
生
の
希
望

者
に
対
し
て
学
校
検
尿
を
使
っ
て
検
査
し
て
は
。

 

進
展
な
し
！

　

治
療
の
段
階
に
お
い
て
安
全
に
実
施
で
き
る
か
の
不

安
要
素
が
あ
る
た
め
、
実
施
に
向
け
た
検
討
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

傍聴に関するお願い
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍
聴者の座席数を減らしています。
　傍聴される方は、マスクの着用および手指消
毒をお願いします。また、熱のある方、体調のす
ぐれない方の傍聴はお控えください。
　大変ご迷惑をおかけしますが、みなさまのご
理解とご協力をお願いいたします。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3 4

本会議 
( 開会）

5 6 7 8 9 10 11

本会議 
（一般質問）

本会議 
（一般質問）

本会議 
（一般質問・ 
質疑・付託） 

予算決算 
常任委員会

12 13 14 15 16 17 18

予算決算 
（総務文教 

分科会） 
・総務文教 
常任委員会

予算決算 
（厚生分科会） 

・厚生 
常任委員会

予算決算
（産業建設

分科会）
・産業建設
常任委員会

19 20 21 22 23 24 25

予算決算 
常任委員会

26 27 28 29 30

本会議 
( 閉会）

次回 6 月定例会
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３
月
議
会
は
、
岸
本
新
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
る
初
め
て
の
議
案
を

審
査
し
ま
し
た
。
数
々
の
質
疑
の

中
か
ら
「
コ
コ
は
お
知
ら
せ
し
た

い
」
と
い
う
内
容
を
紙
面
に
載
せ

て
い
ま
す
。
校
正
の
な
か
で
、
今

号
で
も
い
く
つ
か
の
準
備
記
事
が

ボ
ツ
に
な
り
、
ボ
ツ
を
免
れ
、
繰

り
上
げ
採
用
さ
れ
た
記
事
も
あ
り

ま
す
。

　
「
特
集
」
は
議
会
広
報
特
別
委
員

会
。
編
集
作
業
で
は
、
は
か
ら
ず

も
「
議
会
と
は
何
か
」「
そ
の
広
報

と
は
」
と
い
っ
た
根
源
的
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。（
実
は
、
市

議
会
の
６
つ
の
委
員
会
の
う
ち
、

最
も
多
く
開
か
れ
る
の
が
、
議
会

広
報
特
別
委
員
会
で
す
。）
今
回
も

み
ん
な
が
悪
戦
苦
闘
し
て
作
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
、
お
手
に
取
っ
て

お
読
み
く
だ
さ
い
。
紙
面
へ
の
ご

意
見
、
ご
感
想
を
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

（
石
井　

仁
）
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